
新規・拡充事業

①事 業 名 【６７】ＮＰＯ等による文化財活用事業の推進

②主管課及び関 文化財部参事官（建造物担当 （参事官：苅谷 勇雅））
（ ）係課 課長名

③施策目標及び 施策目標８－２ 文化財の次世代への継承・発展
達成目標

達成目標８－２－４ 専門的機関や などとの適切な連携協力の促進、文化財NPO
に携わる人材の確保と資質の向上、文化財保護に関する国民
への普及活動等を通じて、文化財の保護継承・活用のための
基盤を整備する。

④事業の概要 本事業は、イベントの企画・運営などの柔らかな活動から文化財保護に参加している
ＮＰＯや市民団体（以下、ＮＰＯ等）を対象に、それらが、文化財の基本的な考え方や
適正な取り扱いについての知識を蓄積し、文化財の中長期的な管理を自立的に担ってい
くことができるよう、既存の補助事業に以下の２つの取り組みを加え、総合支援の仕組

。 、 、 、 、みを５年で構築する なお 文化財所有者 地域社会 等から活用の要望が多くNPO
既に取組みの多様化を見せ始めている民家や近代建築等の文化財建造物について、事業
を推進する。

① 等による文化財の管理・活用に関し、文化財の価値を損なわないように文NPO
化庁が適宜助言しつつ、それらの 等の柔軟な企画力、地域の特性を活かしたNPO
運営力、独自の空間利用の能力、地域文化芸術振興の創造力及び事業採算性に優れ
た取組を文化庁が支援し、多数の文化財建造物の管理・活用のモデル事例を戦略的
に創出する。また、これらの成果について、ホームページ等を用いて情報の共有化
と活用を図る。

、 、② 文化財の管理・活用に関し 独自の活動を通じて一定の経験を積んだ 等がNPO
文化財保護にかかる基礎知識を総合的、体系的に獲得できるよう「文化財 等NPO
養成マニュアル 案 」を作成すると共に、文化庁及び都道府県により試行的に研修( )
を実施し、より能力の高い文化財 等を多数養成する。また、その効果を評価NPO
しながら、マニュアルの完成を行う。

⑤予算額及び 平成１８年度概算要求額： ３３百万円
事業開始年度 事業開始年度： 平成１８年度

⑥事業開始時に 〔拡充事業の場合のみ記入〕
おいて得よう
とした効果

⑦得られた効果 〔拡充事業の場合のみ記入〕

⑧得ようとする 【得ようとする効果】 ⑨達成年度
効果及び上位 ＮＰＯ等による文化財建造物の持続的活用事業を５年間で
目標との関係 新たに１５０事業程度生み出すとともに、その事業対象の文 平成２２年度

化財建造物の利用者数を、事業の波及効果による入館者（訪
問者）の増と合わせて１０万人増加させる。

また 「文化財 養成マニュアル（案 」の作成・活用、 ）NPO
により、一定の管理・活用能力を有する高い能力を持つ文化
財建造物ＮＰＯ等を５年間で１３５団体養成する。

目標値： 次の３点の定量的評価を実施し、８０％以上の達
成割合を目指す。
① 本事業の影響を受けて始まったＮＰＯ等による

文化財建造物における持続的活用事業を５年間で
新たに１５０事業程度生み出す。

② ＮＰＯ等により新たに生み出された文化財建造
物を対象とする持続的活用事業に関し、その参加
者並びに事業の波及効果による入館者（訪問者）

、 。と合わせ ５年間で利用者数を１０万人増とする
③ 本事業の影響を受けて養成された一定の管理・

活用能力を有する文化財建造物ＮＰＯ等を５年間



で１３５団体とする。

【上位目標との関係】
本事業の効果をあげることにより、文化財建造物の中長期

的な管理を自立的に担えるＮＰＯ等が増加し、達成目標８－
２－４にある「 等との連携促進や文化財建造物に携わNPO
る人材の確保と資質の向上」が図られる。

、 。⑩必要性 文化財建造物の保護を充実させるには 適切な維持管理と修理及び活用が肝要である
しかし所有者・行政機関の対応だけでは限界があり、ＮＰＯ等の協力が必要である。

文化財建造物を活動の場とするＮＰＯは既に存在し、今後さらに増加することが見込
まれる。これらのＮＰＯ等が文化財の管理について十分な技術・知識を獲得することに
より、その自発性や創発性を存分に発揮し、自立性を確保することは、文化財建造物の

、 、 。保存・活用に有益であり 本事業は 施策目標８－２に対して大きな効果が見込まれる

⑪効率性 ＮＰＯ等が有するネットワーク力、即応力、機動性は地方自治体や企業には見いだせ
ない情報の波及効果と実践への応用効果を示すものである。ＮＰＯ等が有するこれらの
能力を活かすことにより、５年間で民間支援による管理・活用の仕組みを構築し、その
後は、その仕組みを運営経費の確保まで含め民間公益団体に移行させるものとする。

また、仕組みの構築により、管理の充実による修理周期の長期化や災害時の被害の軽
減が期待でき、かつ、都心部や市街地の文化財においては、活用により保存のための収
益の確保を見込むことができ、高い投資効果が見込めるものである。

⑫想定できる代 本事業においては、ＮＰＯ法人等の自発性や創発力を尊重しつつも、文化財の価値を
替手段との比 損なわない施設管理を徹底する必要がある。また、事業の初期段階には、管理と活用に
較考量 係る基本的な考え方と留意事項のとりまとめが必要であり、文化庁が直接事業を実施す

ることが肝要である。
また、文化財建造物の管理・活用は全国的に一定の水準を示す必要があり、一地方自

治体による事業には馴染まない。また本事業には実践的な取り組みが強く求められ、研
究機関が実施するには限界がある。

⑬ 指標・参考指 ( ) 都道府県教育委員会を通じて文化財建造物の保存と活用に関与するＮＰＯ等の団体1
有 標 数と活動状況、ならびに、文化財所有者による 等との連携協力の評価等についNPO

て把握
効 ( ) 文化財建造物を活用した事業への参加者数と参加者の満足度をアンケート等により2

把握
性 ( ) 各地方公共団体における文化財ＮＰＯ養成研修の実施数ならびに受講団体数3

( ) 文化庁 の関連ページへの掲載情報の幅及び量、ならびにアクセス数4 HP

効果の把握の 上記( )～( )に係る数値の集計又は実施状況の調査1 3
仕方

得ようとする ( ) 都道府県教育委員会を通じて文化財建造物の保存と活用に関与するＮＰＯ等の団体1
効果の達成見 数の増加と活動の発展、ならびに、文化財所有者による 等との連携協力の進展NPO
込み及びその ( ) 文化財建造物を活用した事業への参加者数の増加と参加者の満足度の上昇2
判断根拠 ( ) 各地方公共団体における文化財ＮＰＯ養成研修の実施数ならびに受講団体数の増加3

( ) 文化庁 の関連ページへの掲載情報の幅の広がり及び量の増加、ならびにアクセ4 HP
ス数の増加

⑭公平性、優先 [政策の特性に応じて、必要により評価]
性

⑮評価に用いた 本事業の企画立案は 「ＮＰＯ等による保存活用のための実践研究 （平成１６－１７、 」
データ・情報 年度）の中間成果を活用したものである。
・外部評価等

⑯備 考



 
 
 
 
 
 
 
 
事業② 文化財が育てる 

“NPO の底力”事業 

 
       
  
 

 

事業① NPO がひきだす“文化財の底力”事業 

新たな活用技術の顕在化 

• 施設運営 

 ◎月×日 今日の予定 
７：３０～１０：００ 

・商業雑誌撮影 

１０：００ 開館 

・団体予約 ３組 

１７：００  閉館 

１８：００～２１：００ 

• ○○学会全国大

会夕食会 

収益性が高い 

収益性が高い 

公益性が高い 

小
修
理
費
、
人
件
費 

等 

• アート・プロデュース 

• 不動産管理 

• 税務 

• その他 

情報の共有化 

 

 

ほほう、なるほど!!

 

（管理、活用、防災等） 

 

 
 
• 保存管理活用計画の策定 
（保存管理、活用、防災、環境保全） 

• 活用に要する設備の整備 

活用モデル事例の創出 

(良案が良案を呼ぶ連鎖の仕組み) 

 公開されているあの文化

財民家をもっと有効に使

って、地域の高齢者の雇用

機会を増やせないかな？ 

文化財って、扱い

が難しそうだし、

手続きは大変そう

だし大丈夫かな？ 

 

 

 

スロープには、こんな工夫もありますよ。 

年輩者は早起きだから、開

館前の時間で撮影やロケ

を受け入れたら、収入につ

ながりそうだね。 

○○家住宅の蔵の使

い方は斬新だね｡今

度､視察に行ってみ

よう! 

文化庁 

 

地域社会 

所有者もうれしい 
 

  

 

 
 

 

 
 

  
 

 
管理の負担が減り、皆

にも喜んでもらえて

嬉しいね。次の世代に

も大事にしてもらえ

そうだね。 

文化庁が技術的・財政的に支援 

既存予算の活用 

 
文化財建造物 

文化財 
建造物 

文化財 NPO の養成   ＜災害時＞   ＜平 時＞ 

 
ほほう、なるほど!!

文化財で古材の一

つ一つを大切と考

えるのは何故かと

言えば･･･ 

   

 皆で手分けをして、

文化財の被災状況

を確認しよう。 

 

 

あの町家が空家

になったの？保

存活用ワークシ

ョップを企画し

てみようか？ 

相続の心配？登録有形文化財だと建物

の財産評価額の 30/100 が控除になる

よ。いい建物だもの。残そうよ。 

雨漏り？ 
いい職人を

紹介してあ

げるよ。 
  

文化財 
建造物 

文化財 
建造物 

地域の文化財が活き

活きとしてきたら、ま

ちも活き活きとして

きたみたいだね。 
 

 
地域住民もうれしい 

ボランティアも 

うれしい
 

 

 

 

 

今日も元気に

来訪者の案内。色々な人

と話せるし、趣味で培っ

た郷土史の知識も活か

せるし、第二の人生、楽

しいな。 

団体の目的

 

「福祉のまちづくり」

の 活 動 拠 点 が で き

た!!福祉に活かせそ

うな文化財建造物は、

まだありそうだぞ。 

ＮＰＯもうれしい 

行政団体もうれしい

最近、小修理の補助要

望が減ったぞ。 

文化財NPOが育ってき

たので、今度、文化

財・応急危険 

度判定士の登 

録制度を検討 

してみよう。 

 

NPO 等による文化財活用事業の推進 
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